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環境掲示板 
みたか環境ひろば 第１６号 

編集後記  

夏は、暑く、人間の活動はスローダウ

ンですが、植物は、８月は成長が大変早

いように感じます。野川の外来植物（オ

オブタクサやアレチウリ）は、成長の速

度を速め、油断をすると一面に繁茂して

しまいます。負けないように、何とかし

たいと思っています。   （安達） 

 ●植物観察会 
主催 野川公園緑の愛護ボランティアの会 
日時 ９月６日（日）13:00～14:30 
   １０月４日（日）13:00～14:30 
集合 野川公園自然観察センター前  
申込 直接会場へ   
参加費 無料 
問合せ 0422-31-9033 
●Ｔシャツからエコ布ぞうり作り  
主催 三鷹市ごみ対策課 

日時 ９月１７日（木）13:00～15:45 
場所 リサイクル市民工房  
対象 特になし 
定員 ８名 （多数の場合抽選） 

申込 往復はがきで９月１０日（木） 
必着でごみ対策課へ（抽選）  

問合せ ごみ対策課 内線2535 
●第５１回井の頭かんさつ会 
主催 井の頭かんさつ会 
テーマ「渡りの夏鳥を探そう！ 2009秋」 
日時 ９月２７日（日）9:30～12:00 
事前に申込みが必要  

参加費 ３００円 
申込み 大原kapock@parkcity.ne.jp 
HP URL http://www.kansatsukai.net
●Ｔシャツからルームシューズ作り  
主催 三鷹市ごみ対策課 

日時 ９月３０日（水）12:30～15:45 
場所 リサイクル市民工房  
対象 特になし 
定員 ８名 （多数の場合抽選） 

申込 往復はがきで９月１７日（木）必着

でごみ対策課へ（抽選）  

問合せ ごみ対策課 内線2535 
●ガーデニング講座 
主催 三鷹市市民緑化推進委員会・三鷹市

協力  花と緑のまち三鷹創造協会 
日時 １０月３日（土）13:30～15:00 
場所 三鷹市農業公園 
対象 特になし 
定員 ３０名（多数の場合は抽選） 
費用 １５００円程度 
申込先 詳細は９月２０日の広報紙を 

ご覧下さい 
問合せ 花と緑の三鷹創造協会45-8351 
 

身近な雨水の利用 

発行：みたか環境活動推進会議 
    （愛称 みんなの環境） 
連絡先：三鷹市環境対策課  
電話0422-45-1151 内線2523・2524 
E-mail : kankyo@city.mitaka.tokyo.jp 
本誌は、市役所、市政窓口、図書館、コミ

センや市のＨＰから入手できます。 

～雨水貯留槽の設置～  

いま市街地のほとんどの家屋、建物に

降る雨は樋を通して、またコンクリー

ト・アスファルト舗装の道路や広場の雨

水は側溝に集めて、直接下水道に流れ去

っています。その土地にしみこむ雨量が

少なくなるにつれて、地下水の量が減り、

湧水も乏しくなっているのです。 
 これに対処して、屋根に降った雨水を

地下に浸透させる、さらに一歩進めて雨

水を直接利用して、身近な場所での「水

循環」を復活させようとする事業と活動

が進んでいます。 
 三鷹市では、10年ほど前から雨水浸透
ますとともに雨水貯留槽（雨水タンク）

の設置事業が行われています。雨水タン

クは、雨樋に流れる水を貯留して、鉢植

えや庭木の水やり、道路の散水、洗車な

どの生活用水の一部に利用しようとする

ものです。 
 かつて上水道が完備していない時代

に、街角に防火用水槽を、また家庭には

用水桶を見かけました。水道水の代わり

に「タダ」の雨水を利用したむかしの生

活の知恵を思い出します。 
 三鷹市の統計によると、現在までに

110 件を越える小型のタンクが設置され

たといいます。 
 ８月のはじめ、緑と公園課の大坪さん

のご紹介で、野崎の渡辺さん宅の庭に設

置された雨水タンクを実見しました。タ

ンクの容量は約 200L で、６年前に設置
されたとのことでした。タンクの横に置

かれたコンポスト槽、そして軒先のゴー

ヤ棚。柿の木も植えられたお庭の緑の植

栽と併せて、タンクの水をふんだんに利

用して地道に身近な環境保全に心がけ

ている様子がうかがえました。 
 地元に降る雨は、地元で利用し、地元

の土に返そう。省資源と潤いのある身近

な環境作りの視点から、雨水利用をすす

めてみませんか。    （山口） 
 ＜設備設置の問い合わせ先＞ 
 雨水貯留槽 ――― 緑と公園課   
 雨水浸透ます ――― 下水道課   
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市役所の窓 ： 「わたしとマイボトル」 

大沢下原商店会は、今年の３月、三鷹市

の環境活動表彰を受賞しました。これは、

野川の清掃と野川祭りの実施により、高環

境のまちづくりに貢献した功績によるも

のです。 

今年も７月１９日（日）、同商店会主催

の野川クリーン作戦と野川祭りが実施さ

れました。羽沢小学校、第７中学校の生徒

とその保護者、運営スタッフなど約３００

名が参加しました。午前８時半に古八幡社

に集合し、相曽浦橋～御塔坂橋間の歩道を

歩き、ゴミを拾いました。その後の「野川

祭り」では、スイカ割り、モザイクタイル

の工作教室などを楽しみました。この行事

は昭和６２年から毎年１回行われていて、

昔は野川をせき止め、船を浮かべたことも

あったようです。参加した子供達には、大

変いい思い出となったようです。（安達） 

野川クリーン作戦 と 野川祭り 

～大沢下原商店会が、三鷹市環境活動表彰を受賞～ 

開会式の様子 

「水」と 向き合う  

         日本無線（株）三鷹製作所 

最近、エコバック、マイ箸など環境に

配慮できる身近なものを持参している人

が増えていますが、わたしは、マイボト

ルを持参するようになりました。それは、

わたし自身水分をたくさん取るからで

す。今までは、コンビニとかで毎日ペッ

トボトルを２，３本買っており、お金も

かなりかかっていました。最初はお金の

節約のために始めた水筒持参でしたが、

次第にペットボトルの購入本数も１，２

本と減らすことができました。また、水

筒の良い所は繰り返し使えるため、ゴミ

を出さなくて済む所です。身近な所から、

ReduceとReuseを実践することができる

のです。そのように知らず知らずのうち

に、エコに貢献していたのではないかと

思います。 

これから、（※）本格的に夏の季節に入

り、熱中症予防のため、水分摂取をする

ことも多くなり、ペットボトルを購入す

る機会が増えると思われます。そこで、

身近なエコ実践のため、みなさんもマイ

ボトルを持参する習慣をつけていきませ

んか！ 

道路交通課 酒井康史 

（※）注：執筆時期は７月でした。 

日本無線は、1915年（大正4年）の創
業以来、無線通信技術、情報技術をベー

スに独自の技術を展開し発展してまいり

ました。無線応用機器メーカーとしての

事業活動を通じて、環境（自然）と深く

関わりを持っております。今回は、私た

ち日本無線の製品の中で、特に「水」に

関連深いものを紹介させて頂きます。 
  近年、ゲリラ豪雨と呼ばれるような局
地的な降雨により、都市部でも大きな被

害が出るようになりました。  日本無線
では 1954 年、国内で初めて気象レーダ
ーを完成させました。全国各地の気象台

や空港で活躍する気象レーダーをはじ

め、レーダー雨雪量計、ドップラーレー

ダーなど、雨(雪)量データの観測・分析
に活躍しています。                   
  また、水・河川、ダム等の各種制御シ
ステムをはじめ、農業用水、上下水道、

水防、水質、環境情報システムなど、生

活、産業、社会の基盤を支える水管理シ

ステムを開発してきました。 
最近では、降雨により発生する土砂災

害の監視システムなど、自然災害の大規

模被害を回避するためのシステムづくり

にも取り組んでいます。 
  海という舞台では、過酷な気象・海洋
条件の中で、船舶の安全航行に貢献する

海上通信機器（インマルサット船舶地球

局装置）や航法装置（船舶レーダー、GPS
航法装置）を挙げることができます。ま

た、海洋牧場支援システムは、捕る漁業

からつくり育てる漁業（海洋資源の枯渇

から循環型）への転換に役立っていま

す。 
私たち日本無線の製品は、社会インフ

ラの一つとして、みなさまの生活を影で

支え、守っております。 
これからも私たちの製品を通じて、地

球環境の保全に貢献して行きたいと考

えております。 

気象レーダー 


